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2010年のドイツの高齢化率20.4はイタリアと並

び，日本の23.0に次ぐ世界第 2 位となってい

る1)。また，2040年の高齢化率は29.0に達すると

予測されている1)。

ドイツは人口約8,200万人の内，外国籍を有する

外国人人口は総人口の約 9を占める693万人程で

ある（2011年）。外国人人口の出身国別ではトルコ

からの移民が最も多く，約161万人（23.2）であ

る2)。この161万人は 2 位イタリアからの移民約52
万人（7.5），3 位ポーランドからの移民約47万人

（6.8）と比較して極めて多い2)。移民が移住国で

習得した第二言語について，高齢化や認知症などの

際には，出身国の第一言語しか話すことが出来なく

なってしまう言語回帰の状態となることが多い3)。

1960年代にドイツに移住したトルコ系移民の第一世

代4)は，現在では70代半ばとなっている。これらの

人々は，高齢化や疾病などによって言語回帰が起き

ている可能性がある。このような背景から，トルコ

系移民のための介護共同住宅が開設されている。

今回（2013年 8 月），私はベルリンのトルコ系移

民が経営するトルコ系移民の入居する介護共同住宅

（定員16人）を見聞する機会を得た。現在，ベルリ

ンでは定員20人以下の小規模な「介護共同住宅」が

主流である。地方分権のドイツでは国としての法律

で介護共同住宅が認められても各州における州法の

整備が整っていなければ運用は困難である。ベルリ

ンではベルリン州における州法が整っているので，

他の州に先駆けて介護共同住宅が運用されている。

介護共同住宅は日本のグループホームに類似すると

思われるが，認知症の人だけではなく脳血管疾患に

よって要介護状態となった方も入居している。入居

者は，一時的あるいは終の棲家として入居してい

る。住宅は一般住民の居住する建物の一部を使用し

ている。

ドイツの要介護度は，2013年より 0～3 の 4 段階

に分類されている5)。介護保険給付対象者は，医療

保険の被保険者および民間介護保険被保険者の全年

齢の人を対象としている6)。

トルコ系移民の介護共同住宅は，2010年12月に定

員 7 人で開設したが，約 1 年間入居者は少なかっ

た。その理由の一つは，トルコ人の間では介護は家

族でするもので，他人に任せることへの理解が得ら

れなかったためである。現在では理解が広がってき

たようである。もう一つはイスラム教の異なる宗派

（シーア派，スンニ派，アレヴィー派など）の人々

が同一施設に入居したことであった。2013年 8 月現

在では各宗派の相違を踏まえて，ベルリン市内に宗

派ごとに分かれるように 4 施設の介護共同住宅が開

設されている。開設はベルリン州の州法に基づいて

いる。

看護師である経営者の開設動機は，トルコ系移民

の「個の尊重」であった。経営者の話の中で印象的

なことがあり，一つは“介護者が入居者に合わせる

のではなく，介護者が何をしたいかである”すなわ

ち，介護者は入居者がしてほしいと思うことを積極

的に考えて入居している方と関わっていることであ

る。もう一つは“私達はここに通っているのではな

く，毎日この自宅に帰って来ているのです”との内

容であった。“常に入居している人達とともにいる

のですね”という私の問いに“その通りです”と

のことであった。介護する側と入居者は距離間が近

く，介護共同住宅全体が家族的で非常に暖かい雰囲

気に包まれていた。

移民（とくに一世）が移住した国において，高齢

化や認知症により介護が必要となった際に，出身国

の言語などの文化的背景を踏まえての介護は不可欠

ではないかと考えられた。共同住宅は一般住民と同

一建物内のため，住民同士の交流も可能な環境なの

ではないかと思われた。

このような機会を提供し，同行して下さったシャリテ

ベルリン医科大学公衆衛生大学院研究員，柏原誠先生

（在ベルリン）に深謝いたします。
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